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第７２次 印旛地区教育研究集会 

技術・家庭科部会（技術分野） 

 

提案資料 

 

 

研究主題 

「確かな知識と技術を身につけ、情報社会の変化に対応し、自ら危険を察知し

解決できる力を育む学習指導のあり方」 

研究テーマ 

Ｄ 情報の技術 

情報社会の危険性を知り、今後の情報端末の活用を豊かにする工夫 

－Wordの機能を活用し、情報モラル通信の作成を通して－ 

 

 

 

 

令和４年８月２４日 

第１部会技術・家庭科研究部 

佐倉市立西志津中学校 

小髙 剛 
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１ 研究主題および研究テーマ 

研究主題 

「確かな知識と技術を身につけ、情報社会の変化に対応し、自ら危険を察知し解決できる力を育む学習

指導のあり方」 

研究テーマ 

D 情報の技術 

情報社会の危険性を知り、今後の情報端末の活用を豊かにする工夫 

－Wordの機能を活用し、情報モラル通信の作成を通して－ 

 

２ 研究主題および研究テーマ設定の理由 

現代の子どもたちを取りまく社会は、インターネット及び情報端末の進歩とともに大変便利なものに

なってきている。中でもＳＮＳ（ソーシャルネットワーキングサービス）の進歩により、手軽に情報を

入手しやすくなった。中高生だけでなく、大人からも大きく支持されている物の１つである。しかし、

簡単に文章を打ち、発信できるという点で、子どもたちは文章の内容をあまり確認せず、相手の気持ち

を考えずに発信してしまうなど、子ども自身および子ども間のトラブルの要因となっている。また無料

でダウンロードのできるオンラインゲームアプリケーションソフトウェアも要因と考えられる。これも

簡単にダウンロードが可能で、インターネット環境があれば、世界の中の人と繋がりプレイすることが

できる。保護者にも把握することが難しく、熱中している子どもが増加してきている。子どもの多くは、

学習やスポーツに打ち込めず、「眠たい」、「頭が痛い」、「授業に集中できない」などの健康被害や学業不

振状態を呈している。情報端末機器やインターネットはこのようなことにしか活用していないため、パ

ソコンの操作が苦手であるという子どもも増えてきている。そのような実態の子どもたちに「考える力」

「正しい活用方法」を身につけさせるために、中学校学習指導要領技術・家庭科編では生活の自立を図

る観点から、生活に必要な基礎的な知識と技術の習得を通して、生活を工夫し想像する能力を育成する

ことを重視している。そこで、より良い生活の実現という観点から、社会，環境及び経済といった複数

の側面から具体的な活用方法を考え出す力の定着を図るために、それぞれの分野におけるねらいを明ら

かにし、実態に応じた学習指導を工夫していくことが大切である。 

この研究に先立ち、生徒にアンケートを実施した。生徒の実態として、ほとんどの生徒が家庭にパソ

コンがあり、また自分自身のスマートフォンを持っている。その中でもスマートフォンの活用率が高く、

パソコンを使用している生徒はごくわずかであった。このことからもパソコンはあるが、手軽に持ち歩

くことができ、文字も早く打つことができるスマートフォンが手元にあることで、キーボードやマウス

を使用するパソコンは、現代の中学生にはあまり活用されないものとなっている。インターネットの活

用でも、何かを調べ、文章を打つということは少なく、動画の視聴やゲーム、ＳＮＳの閲覧といったこ

とが、インターネットを活用する主な理由になっている。 

社会的に大きく問題になっているＳＮＳ等でのインターネットを利用した危険性などについて、道徳

の授業でも取り扱っている。しかしどのような危険があるかということに対して具体的なことの知識は

少なかった。 

 今回の調査から、子どもたちのスマートフォン慣れとパソコン離れを感じた。また情報社会の危険性

に対しての知識の少なさを実感した。１人１台持つことが可能となったタブレット端末により、技術以
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外での授業でもパソコンを活用する場面は多い。今後様々な進化をしていくと考えられる情報端末機器

で、その中で「パソコンの使い方が分からない」という不安要素をなくし、パソコンに慣れさせる必要

があると考えた。その正しい活用方法を学ばせるのは、ほとんどの生徒がスマートフォンを手にしてい

る中学生であると考え、今回の「情報モラル通信の作成」についての授業展開を行うことにした。 

技術分野の授業を通して、情報機器の利便性と危険性に対して知識を持たせ、人の気持ちを考え、正

しい活用方法を身につけさせたいと考え、上記のような研究テーマを設定し、研究を進めることにした。 

 

 

３ 研究仮説 

①文章処理ソフトウェアを活用することでパソコン操作に慣れ、パソコンに対しての不安要素をなくせる

だろう。 

②自ら情報端末機器を活用し、ＳＮＳ等の危険性を調べ、まとめることで、より深い知識を得ることがで

きるだろう。 

  

 

４ 研究の内容 

 （１）実態調査 

    西志津中 １年生・・・１５０名 

         ２年生・・・１３８名 

         ３年生・・・１２６名 

           計・・・４１４名 

 

①家庭に PC または自分のスマホがありますか。 
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②PC とスマホではどちらを多く使いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③PC・スマホはどのような用途で活用しますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④インターネット利用時間（１日あたり） 
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 ⑤情報端末の危険性を考えたことはありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥SNS 等で嫌な思いをしたことがありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）アンケートの結果から 

・ １年生に関しては、ほとんどの生徒がスマートフォンを所持していることが分かった。家庭

にパソコンはあるが、スマートフォンの活用率が高く、そのほとんどがゲームや動画の視聴

であり、ＳＮＳ等でのトラブルも少ないことが分かる。情報端末機器の危険性についても考

えたことがある生徒の方が多いが、トラブルや危険を経験していないせいか、ほとんどの生

徒はどのような危険性があるか具体的に答えることができなかった。 

・ ２年生は、１年生の授業の時にいくつかのウイルスや著作権などの危険性について紹介をし

ているため、情報端末機器の危険性について理解している生徒が多かった。１年生に比べ様々

な活用方法を身に付けているため、ＳＮＳ等での嫌な思いをしている生徒は増加傾向にある。

インターネットの利用時間も多く、休みの日はほとんどスマートフォンを見ているという生

徒も少なくなかった。パソコンを使用する習慣がなく、ローマ字入力が遅いという生徒も数

名いた。活用方法は変わらず、ゲームや動画の視聴が多いことが分かった。 

・ ３年生は情報の授業を２年生時に行っていたため、パソコンの活用については１、２年生に
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比べ慣れている生徒が多い。しかし日常ではスマートフォンを主に活用していることが分か

った。活用方法ではゲームや動画に加え、勉強もスマートフォンの動画やウェブページを見

ながら行っている生徒もいる。２年生同様に様々な活用を身に付けているためトラブルは多

い。情報端末機器の危険性について理解はしているが、実施できているかというとそうでは

ないという声が上がった。 

 

（３）「情報モラル通信の作成」の授業展開について 

３年生では、技術の授業が年間で１７回ほどであるため、パソコンの使い方からのスター

トでは間に合わない。本校では、２年生は後期から技術の授業が始まるため、間が空くこと

なく、３年生でスムーズに活用できるようにしていく。２年生では文章処理ソフトウェアを

使用し、発電所の仕組みについてのレポートを通して文字の入力からテキストボックスの活

用、インターネットからの引用、コピー・ペーストなど基本的なことをできるようにしてい

き、今回の作成にあたった。 

情報社会や情報端末機器の利便性や危険性について生徒たち自身に考えさせ、タブレット

端末を使用し調べ学習などを行った。その中で自分が気になったものや、より注意したほう

が良い項目の URL をメモさせ、次の授業ですぐに同じサイトが開けるようにしておく。文章

処理ソフトウェアの使い方に関しては再度復習を兼ねて説明し、教員が作成した見本を見せ、

情報モラル通信の作成を行う。その中で必ず取り上げる項目を指定した。 

１ 何に焦点を置いたのか。 

  例：ＳＮＳの使い方  プライバシーの侵害   

２ 見る人へのメッセージ 

３ 調べて、作成した感想 

自分は何を思ったのか。どう感じたか。今後どうしていくかなど。 

      

今回の授業を通して、少しでもパソコンが使えるようになったことや文字を打つのが早く

なったことを実感し、さらに今後の情報端末機器の活用について深く考えて、実行できるよ

うになってもらいたい。また人の気持ちを考え、言葉や文章を発せられるようになってもら

いたいという願いがあり、「情報モラル通信の作成」を展開した。 

 

 

①２年生での実践例 

 ・発電所の仕組みをパソコンでまとめる。 

    1 メリット・デメリットの記載 

    2 自分の感想 
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例① 

 

 

例② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）①本授業で検証 

   パソコンの活用は２年生での授業や他教科で行っているため、使い方についての説明ではなく、

復習や本課題にての重要ポイントを説明し、授業を展開させた。 

 

  情報モラル通信作成のポイント 

① 何に焦点を置くか考える 

   例：スマホの使い方（ＳＮＳ・使用時間など） 

     プライバシーの侵害・情報漏洩など 
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② レイアウトを考える。 

   ※どのようにしたら見やすいのか。 

    文字だらけ    × 

    画像や色を加える ○ 

 

③ 見る人に向けてメッセージを書く。 

   ※こんなことがあるから注意してください 

 

④ 調べて、製作した感想を入れる。 

   ※自分は何を思ったのか。どう感じたのか。今後どうしていくのか。など 

 

⑤ 文字や図形に工夫を加える。 

  ※太くしたり、文字に色を加えるなど。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年生でパソコンの授業の使い方や他教科でのタブレットの使用頻度が多く、パソコンの扱いには慣

れていることからも、１時間の授業で５～６割ほど完成に近づけることができていた。２割ほどしかで

きていない生徒は、パソコンの操作ではなく、テーマの決定やレイアウトを考えるのに時間がかかって

いる場合が多く、作業が始まれば、作業等の質問も少なく、集中して取り組む姿が見られた。 

２回目の授業では、ほぼ完成している生徒が多く、ほとんどの生徒は感想や考えを記載していた。 

インターネットのトラブルや危険性を自分で調べながら、作成していくことで現代の情報社会やそこ

で起こっている問題について考えが深まり、そこから改善点を見つけることにより、情報端末機器の活

用方法による技術が向上するだろう。またパソコンの操作が苦手な生徒に対しても、作業が早い生徒が

教えるなど、お互いに教え合い、相談し合っている場面も見られた。情報社会の危険性への意識だけで

なく、自らパソコンを扱っていかなければならないと考えることができると思われる。道徳の授業のよ

うに与えられた題材から考えを導くのではなく、自ら題材や課題点を導き出し考えを深めていくことが

本授業でのポイントである。 

 

 

 

２時間中の１時間目 生徒完成度 
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（４）②生徒作品例 
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（４）③生徒の感想から 

○「情報モラル通信の作成」を通して 

  ・ＳＮＳの扱いには今以上に注意しなければいけないと思った。 

  ・何事も人の気持ちを考えることが大切だと感じた。 

  ・便利で使いやすいが、使い方次第で凶器にもなりかねない。 

  ・危険だということは分かっていたが、具体的に何が危険なのかを知らなかったので、今回の授業

で知ることができた。 

  ・まだまだ扱えきれていない自分を知ることができた。 

  ・親が注意する気持ちが少し理解できた気がする。 

  ・使用時間を守ることも大事だが、扱い方を守るほうが優先であると感じた。 

  ・インターネットだけの情報を信じることは危険だと感じた。 

  ・一歩踏みとどまることの重要さが分かった。 

  ・自分の使い方もそうだが、友達の使い方に対して間違っていることを教えてあげられるようにな

りたい。 

  ・スマホだけでなく、ゲームなどのオンラインでも注意していきたい。 

 

 

  ○「パソコンでの作成」について 

  ・見本を見た時は不安だったが、パソコンは好きなので楽しく作業ができた。 

  ・難しかったけど何とかできた。 

  ・今回の内容は今後に活用できそうな気がするから、覚えておく。 

  ・難しかった。 

  ・時間が短かったので、焦りが出てしまった。 

  ・様々な保存方法を知ることができた。 

  ・苦手なパソコンが少しできるようになった気がする。 

  ・文字の設定や画像の挿入ができるようになり、楽しく夢中になってしまった。 
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（５）①第３学年指導計画 「Ｄ 情報の技術」（１７.５時間） 
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② 展開例・・・２時間展開 

 

 

 

 

 

 

 

学習過程 時配 学習活動と内容 指導上の留意点（・） 

評価（★知識・技能 思考判断表

現 主体的に学習に取り組む態

度） 

準備・

資料 

１時間目 

 

導入 

（本時の目

標） 

５ ・前時の学習内容を確認する。 

情報通信機器の危険性と情報モ

ラルについて考える。 

 

 

 

 

 

・タブレットを起動し、インターネ

ットの接続状況を確認する。 

 

・学習の準備を確認する。 

・タブレット端末の扱いに注意さ

せ、安定して置けるスペースを確

保させる。 

 

 

 

 

・タブレットの扱いに注意させる。 

教科書 

ワークシート 

展開 

（課題の把

握） 

 

 

 

（課題の分

析） 

 

 

 

 

 

 
 

３５ ・文章処理ソフトウェアの操作方法

を復習する。 

※字体、色の変更 

 テキストボックスの活用 

 画像の挿入 

 ショートカットの活用 （復習） 

 

・情報モラル通信の制作にあたって

の留意点を知る。 

「見る人へのメッセージ」 

「感想や自分の考え」 

 

 

・記載する項目を決め、各自で調べ、

情報モラル通信の制作を行う。 

・指示したソフトのみを活用させ、

関係のないこと取り組みはしない 

 

 

 

 

・必ず記載しなければならないも

のを予め伝え、制作させる。 

 

★様々な事案を調べて、自分がど

のように感じたのかを表現でき

る。（思・判・表） 

 

★自ら調べ、多くの事案に向き合

おうとしている。（主体的に学習に

取り組む態度） 

 

ワークシート 

タブレット 

まとめ １０ ・できなかったことを２～３名で共

有し、操作方法のメモをする。 

 

 

 

・データを（ダウンロード）及び指

定された場所に保存する。 

・グループで現段階の作品を見せ

合い、アドバイスをさせる。 

★文章処理ソフトウェアの正しく

扱おうとしている。（知・技） 

 

・データの保存先をしっかりと確

認させる。 

 

タブレット 

PC の操作方法を確認し、文章処理ソフトウェアが使え

るようになる。 
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学習過程 時配 学習活動と内容 指導上の留意点（・） 

評価（★知識・技能 思考判断表

現 主体的に学習に取り組む態

度） 

準備・

資料 

２時間目 

 

導入（本時の

目標） 

 

５ ・前回できなかった内容を確認す

る。 

・効率が良くなる操作方法の説明。 

 コピー&ペーストのショートカッ  

 ト 

 テキストボックスの活用 

 

 

 

 

・タブレットを起動し、インターネ

ットの接続状況を確認する。 

・保存した場所から、自分のデータ

を見つける 

・できなかったことをまとめ、説

明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク

シート 

展開 

（課題解決） 

 

 

 

 

 

 

 

（課題の分

析） 

３０ ・前回の続きから、情報モラル通信

の制作に取り組む。 

 

・テーマにあったイラストを選択

し、文章処理ソフトウェアに張り付

ける。 

 

 

 

 

・制作していく中で、どのようなこ

とに気づいたのか、気を付けようと

思ったのかを記載する。 

 

 

 

・データを保存し、指定された場所

に保存する。 

 

 

 

・テーマに関係している物のみの

画像にさせる。 

★正しい手順で画像の挿入ができ

る。（知・技）（思・判・表） 

 

・自分の考えを記載できる場所を

設けさせる。 

★自分の考えを表現することがで

きる。（思・判・表）（主体的に学

習に取り組む態度） 

 

★前回の手順同様に保存すること

ができる。（知・技） 

 

タブレット 

まとめ 

（発展的課

題の把握） 

１５ ・３～４人グループで資料共有をし

発表する。 

 

 

 

 

 

・数名を指名し、全体の前で発表。 

・次時の確認をする。 

・グループの共有に対して否定的

な言葉は慎む。 

★自分の考えを伝え、話し合いが

できる。（主体的に学習に取り組む

態度） 

 

 

★自分の資料を提示し、短い時間

で発表ができる。（知・技） 

 

タブレット 

文章処理ソフトウェアを活用し、情報モラル通信を完成

させよう。 
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５ 考察（成果と課題） 

研究仮説①（成果） 

  ２年生で文章処理ソフトウェアの授業を行っていたことにより、ある程度の知識があった分、作業

はスムーズに行うことができた。再度操作の説明をすれば、情報端末機器の扱いに慣れている子ども

は、説明されたところから、さらに様々な工夫をしていた。操作が得意な子どもは苦手な生徒に対し

て、教え合うなど協力する場面も見られた。 

 

 研究仮説①（課題） 

パソコンが苦手な生徒は、パソコンというだけで意欲が落ちてしまっている生徒もいた。普段から

キーボードに触れることが少ないことが考えられる。文字を入力するだけでストレスになってしまう

こともあるので、技術だけでなく、学校全体でタブレットの活用場面を増やしていき、少しでもパソ

コンに慣れさせる必要があると考えられる。 

 

 

 研究仮説②（成果） 

感想から読み取れるように「情報モラル通信の作成」を通して、自ら調べまとめ上げることによっ

て情報社会の危険をより深く感じ、考えることができるようになった。また生徒たちが知っていた危

険性は基本的にＳＮＳなどを通した人間関係の物が多く、具体的にどのようなことに繋がるのかを理

解していない生徒が多かったが、「プライバシーの侵害」や「名誉棄損」など法律と交えて考えさせる

ことによって、危険度や１つ１つの重みについて理解を深められていることが分かった。 

情報モラルの授業を教員が口頭で説明するよりも、生徒たち自身で、タブレットを活用し、問題や

課題、どのような事案があるかなど調べさせるほうが、より分かりやすく、考えが深まることが分か

った。自分たちの今までの行動を振り返る場にもなった。 

 

研究仮説②（課題） 

 パソコン操作が苦手な生徒は、操作に時間がかかってしまい情報モラルの知識を深めるということ

に意識が向かなかったと考えられるため、事前によりパソコンの操作については行っていく必要があ

る。また３年生では授業時数が少なく、今回は著作権や情報の信頼性など手が回らない箇所がいくつ

かあったため、より幅広く知識を深めさせることができなかった。今回の課題で重要視することをよ

り明確にし、無駄のない授業を展開する必要があると考えられる。 

 データの共有ができないため、グループワークの効率が悪く時間がかかってしまうことがあったの

で、データを共有できるように工夫をする必要があると考えられる。 

 


